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井内由佳オフィシャルサイト
https://yuka-i.com

◎著書の紹介
◎大人気のメルマガ登録 
◎ラジオ番組｢井内由佳のしあわせスパイラル｣の
　放送予定など情報盛りだくさんです。 

　企業の目的は何かと考える。ピーター・ドラッ

ガーは、顧客の創造。顧客に選ばれる商品サー

ビスを提供する仕組みが経営であり顧客志向

だと説く。京セラの稲盛和夫氏は『全従業員の

物心両面の幸福を追求すると同時に、人類、社

会の進歩発展に貢献する』を経営理念に掲

げ、これ以外に企業目的はないと言う。

　弊社の企業理念は『和合共生～和合のここ

ろで共に生きる～』である。厳しい競争社会の

中で敢えてこの理想を追求したい。企業は景気
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フリーダイヤル（通話料無料）
平日（土・日・祝日除く） 10：00～18：00

「企業の目的」
 犬養毅の書にも用いらた「何事も行動を起こさなければ成功しないという意味」

の浮き沈みという外部環境の中、生き残りを掛

けて同業他社と競合する。競合の少ないニッチ

な領域、マーケットが大きく皆で分かち合える

領域を探しながら、独自性を高め競合ポイント

をズラしていく。また、従業員同士は思いやり、

助け合いが出来ているか？ お客様と共に歩め

ているか？ 自分達の都合が優先されていない

か？取引先との信頼関係は構築出来ている

か？嫌われていないか？ 自らを振り返ると、改

善すべきが多くある。
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余市バル Loop  北海道余市郡余市町黒川町4-123

　2022年3月20日（日）、福岡の名店「菊鮨」の瀬口祐

介さんをお招きしてスペシャルコラボディナーを開催いた

しました。由佳社長と長年の親交がある瀬口さんと仁木

シェフの待望のコラボレーションに、全国から総勢64名

のゲストが駆け付けてくださいました。

　「その日一番の鮨を提供する」のモットーは余市でも健

在。仁木シェフの余市食材を使ったスペシャリテと交互

に輝く「宝石」が運ばれるさまは、まさに夢の競演でした。

　「LOOP」支配人・倉富セレクトのお鮨との新たなペ

アリングワールドも大好評。「See you aga in！」の約束

を交わして宴を終えました。



井内由佳

福岡県生まれ。福岡大学卒業後、神さまからのお告

げが降り1991年より述べ4万人以上の相談に応じ

る。福岡、東京を中心に全国各地で開催する講演

会は毎回満席なるほど人気を博す。

2016年には株式会社フィールドオブドリームス代表

としてスキンケアやサプリメントの開発から携わる。

美容部門・飲食事業部門・自社ワイナリーなど多角

経営をする傍ら、配信中の「井内由佳のしあわせス

パイラル メルマガ版」は、まぐまぐ大賞「2021年メ

ンタルトレーニング部門」で１位を獲得。

FMヨコハマ・福岡LoveＦＭのラジオ番組「井内由

佳のしあわせスパイラル」を毎週オンエア中

　
●主な著書 

「わたし、少しだけ神さまとお話しできるんです」

「わたしが神さまから聞いたお金の話をしてもいい

ですか？」 など多数。

しあわせコミュニティ♡
会員制コミュニケーションサロン

「神さまサロン」

●株式会社フィールドオブドリームス代表
●しあわせカウンセラー

身体が整えば
こころが整う

メインのFacebookグループ「井内由佳の神さまサロンメン
バー専用グループ」には、複数の部活動コミュニティが存在
しています。井内由佳や各部活動部長との交流を通じて、
自身の夢をカタチにする。ビジネスも遊びも、
とにかく全力で臨む意欲ある方々が集い、交
流して、新しい価値を生み出していく場です。

https://yuka-i.com/kamisalo.html

こころにかかる

かすかな霞を

一気に吹き飛ばしてくれる場所なのです。

わたしの経験から

身体が整えばこころが整う気がします。

自らを鼓舞しても

身体が言うことを聞いてくれない

時があるけれど、

身体が整っているときは

鼓舞せずとも

わたしのこころは元気と勇気と

やる気に満ちてきます。

人からあてにしてもらえる仕事を持ち

それに自分の喜びが重なって

さらに身体もこころも整っていきます。

離陸の順番が回ってきたようです。

身体もこころも

近くの異国まで跳んでいきます。

神さまの教えで

謳歌する人生を。

井内由佳

いま

福岡から宮崎に向かう機内で

この原稿を書いています。

新しい季節が巡ってきて

緑も芽吹き

これからどんな花が咲き

実を結ぶのか

期待で胸が躍るのを感じながら

混雑した滑走路で

離陸を待っているところです。

わたしにとっての宮崎は

まるで異国。


